
年間授業計画様式例

中野工業高等学校令和５年度　教科 工業 科目 実習　年間授業計画

教　　　科： 工業　 科目： 化学技術Ⅱ

対象学年組： 第３学年Ｃ１組　　

教科担当者：坂井　雅美

使用教科書：（　工業化学１・工業化学２　）実教出版

使用教材  ：（　自作自習書　　　）

指導内容 実習の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

４
月

・原油と石油製品

4

・原油の採取方法と塑性について理解させる。
・石油製品について理解させる。 出席状況や授業態度、提出物

をもとに総合的に判断する。



指導内容 実習の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

7

出席状況や授業態度、提出物
をもとに総合的に判断する。

・有機化学の基礎
・炭化水素の分類について学ぶ。
・鎖式炭化水素について学ぶ。

５
月



指導内容 実習の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

６
月

8・有機化学の基礎
・アルカンについて学ぶ。
・アルケンとアルキンについて学ぶ。

出席状況や授業態度、提出物
をもとに総合的に判断する。



指導内容 実習の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

・異性体
・構造異性体について学ぶ。
・幾何異性体について学ぶ。

4
７
月

出席状況や授業態度、提出物
をもとに総合的に判断する。



指導内容 実習の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

８
月



指導内容 実習の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

９
月

・鎖式炭化水素の反応
・燃焼反応について学ぶ。
・置換反応について学ぶ。
・付加反応について学ぶ。

8

出席状況や授業態度、提出物
をもとに総合的に判断する。



指導内容 実習の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

8
・メタノールとエタノールの性質について学ぶ。
・アルコールの分類について学ぶ。
・アルコールの一般的な性質について学ぶ。

月 ・アルコール

出席状況や授業態度、提出物
をもとに総合的に判断する。10



指導内容 実習の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

月
・エーテル
アルデヒドとケトン

・エーテルの性質について学ぶ。
・アルデヒドとケトンの性質について学ぶ。

8

出席状況や授業態度、提出物
をもとに総合的に判断する。11



指導内容 実習の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

・カルボン酸とエステル
・カルボン酸の性質について学ぶ。
・エステルの性質について学ぶ。

月 5

出席状況や授業態度、提出物
をもとに総合的に判断する。12



指導内容 実習の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

１
月

7

出席状況や授業態度、提出物
をもとに総合的に判断する。

・アミンとアミノ酸
・アミンの性質について学ぶ。
・アミノ酸の性質について学ぶ。



指導内容 実習の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

２
月

・有機化学のまとめ

有機化学の性質についてまとめる。 2

出席状況や授業態度、提出物
をもとに総合的に判断する。



指導内容 実習の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

３
月


